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東北日本弧，秋田駒ヶ岳火山におけるマグマ系列とマグマ源
Magma series and their source materials at Akita-Komagatake volcano, Northeast Japan
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地質学的背景
秋田駒ヶ岳火山は，約 10万年間，主としてソレアイト系列マグマと，わずかな量のカルクアルカリマグマを噴出させ

山体形成を行ってきた。約 13000年前，火砕流と多量の軽石の降下を伴って南部にカルデラが形成され，おそらくこの時
にマグマ供給系の切り替えが起こった。つまり，本火山は，成層火山の南部にカルデラが存在し，頂部およびカルデラ
底には寄生火山や中央火口丘が成長している，複合火山体である。後カルデラ活動期は，約 3000年の休止期を境に更に
2分できる。前半は 7000年前頃までで，北部の寄生火山が次々生成された時期である。休止期の直後にはエピソディッ
クに北部で爆発的噴火が起こり，その後南部での活動に引き継がれ，後半は最近の約 3000年間で主にカルデラ内の中央
火口丘が形成された。もっとも最新の活動は 1970年に起きた安山岩溶岩の流出である。
目的
本報告では後カルデラ活動期のマグマ噴火活動について，噴火頻度の時系列変化と噴出マグマの化学組成変化とを関

連させることで，噴出マグマ系列および組成の変遷を明確にした。その上で，噴火マグマ系列ならびに全岩組成と同位
体組成を含む化学特性との相関，時間変遷を見ることで，この時期におけるマグマの成因関係を探ることを試みた。
結果
後カルデラ活動期は，前期，後期とも高い Fe/Mg，低カリウムで特徴づけられるソレアイトマグマが卓越している。カ

ルクアルカリマグマは休止期の直後にのみ，北部の爆発的噴火時に噴出した。
前期は安山岩組成のソレアイトマグマに始まり，玄武岩ないし玄武岩質安山岩マグマへと未分化側に組成が変化した。

後期は北部でのカルクアルカリ安山岩の噴出後，南部に起こったソレアイト質安山岩マグマに引き継がれる。その後，前
期同様未分化側にシフトし，ソレアイト質玄武岩ないし玄武岩質安山岩の活動が繰り返し起こった。そして最後にソレ
アイト質安山岩溶岩の噴出が 1970年に起こった。
化学特性を見るとソレアイト質玄武岩マグマとカルクアルカリ安山岩マグマとは互いにはっきり区別でき，ソレアイ

トマグマが DM (depleted MORB)マントルの高部分溶融，カルクアルカリマグマが下部地殻の低部分溶融によりそれぞ
れ生成した，とする従来言われている成因関係と調和的な特徴を示す。
しかし，ソレアイト質安山岩には，同系列の玄武岩と同一の特性を持つものだけではなく，それらとは異なる同位体

特性を示す，少なくとも 2種類が確認できた。１つはカルクアルカリ安山岩と相前後して噴出したもので，同位体的に
はカルクアルカリマグマよりも更に地殻由来的特性を強く示すもの，もう一つはもっとも最近噴出した 1970年溶岩で，
ソレアイト質玄武岩よりも若干MORB的な特性を示すものである。
考察と結論
今回得られた情報から，次のようなことが考えられる。
１．ソレアイト玄武岩質マグマはDMマントルの部分溶融により生じ，結晶分化作用あるいはAFC(assimilation fractional

crystallization)によって安山岩の一部を導いた。
２．カルクアルカリ安山岩は地殻由来マグマ成分に富んだ珪長質マグマとソレアイト質玄武岩との混合によって生じ

たと考えられる。
３．ソレアイト質安山岩マグマは下部地殻の部分溶融によって生じた，東北南部（蔵王，吾妻，安達太良）にエピソ

ディックに産するソレアイト質マグマと類似の成因を持つものである可能性がある。
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